
会社概要

名 称  有限会社 藤岡農産 （農業生産法人） 

所在地  〒０１８－４２８１  秋田県北秋田市羽根山字上ノ山２－８ 

  TEL ０１８６－７８－５１０９ 

FAX ０１８６－７８－５１２０ 

Ｅ-mail  fuzioka@orion.ocn.ne.jp
http：//www.fuzioka-nosan.co.jp

資本金  ２３,０００,０００円

役 員  代表取締役 藤岡茂憲 

構成員  ２名 

従業員   ６名（在東京１名） 厚生年金、健康・労災・雇用各保険、退職金・有休制度有 

略 歴  平成９年３月 法人登記   ５月 生産法人・認定農業者認定 

１２年２月 “あいかわこまち”商標登録 

１３年３月 インターネット販売開始 

１５年６月 田のインターネット・ライブ映像配信開始 

１５年８月 東京営業担当常駐 

１７年１月 農林水産大臣賞受賞、（土地利用型法人部門） 

事業内容  水稲（５０ha）・生産.販売  作業受託。 

  切り餅・味噌・稲庭うどん・いぶり漬けの販売  ・・・・・・ 

□■□■今や、品種ではなく「地域限定ブランド米」で米を選ぶ時代□■□■

 秋田県北秋田市の合川地区で５０ｈａの米を栽培しています。あきたこまちは秋田県が生んだ画期的な

品種ですが、今では北海道から九州まで全国どこでも栽培され出回っています。同じ品種なのに、食べて

みると産地によって味がバラバラ。この品種の良さを最大限に引き出せるのは、生まれ故郷の秋田の気候

風土、そして土と水です。私達の作る米は、正真正銘の秋田県産。しかも合川地区の地域限定ということ

で、平成１２年「あいかわこまち」の名で商標登録しました。 

 合川地区はその名の通り、米代川の支流である阿仁川と小阿仁川の合流地点。上流には豊かな森の森吉

山と太平山が聳えています。元々水の豊かな地域ですが、かつては堤防が何度も決壊し水害に悩まされて

きました。堤防が整備された今も、田んぼには山に積もった腐葉土のフィルターを通って、ミネラル分を

たっぷり含んだ水が送り込まれてきます。 

 さらに収穫後の田んぼには、稲ワラ、籾がら、堆肥を入れてプラウで天地返ししています。これによっ

て格段に育成が安定し、肥料・農薬は通常の２/３程度で充分。一部「無農薬」も栽培しています。「あい

かわこまち」は、一般家庭はもとより関東の焼き肉店、寿司店、定食屋、居酒屋などこだわりを持ったお

店でも大好評。精米、発送は日曜日除く毎日行っており、「明日まで」という早急な注文にも応じられる

体制ができています。また「あいかわこまち」の栽培、調製、精米、発送責任を明確にするため、スーパ

ー、米屋、コンビニなどの店頭販売は一切行っておりません。 

 もはや品種で米を選ぶ時代ではありません。これからは生産地、生産者の確かなブランドこそが、高品

質を物語るはず。私達は「あいかわこまち」を、自信をもってお届けします。    

資料１



 （有）大野台グリーンファーム

（概要）

・大野台グリーンファームは、県立営農大学校に代わり、その農場を活用して

農業後継者に企業的経営能力と技術を習得させるため、県内の優秀な農家を

構成員として平成３年１１月に設立した。

・受入研修生は、平成４年以降４６名（うち長期研修２８名）を数える他、高

校生等の農業体験研修や普及指導課で実施する講座制研修の場として活用さ

れている

・ 平成２０年１月、秋田県農業法人協会の会員である３法人がグリーンファー

ムへの経営参画を検討し、平成２０年４月１日に新たな役員でスタートした

１ 設 立

平成３年１１月２９日 （変更登記 平成２０年４月９日）

２ 業務目的

  新規就農者の育成を行うことを業務目的として掲げる公益性を帯びた法人

（１）農畜産物の生産販売 （２）農畜産物の生産販売の技術指導

（２）前号に付帯する業務

３ 資本金 ９５０万円 

４ 構成員等の概要

（１）役員  ３名

代表取締役 藤岡 茂憲 （有）藤岡農産

取締役 大塚 和浩 （有）大和農園

取締役 宮川 正和 （有）正 八

（３）従業員  ６名

（４）パート １４名程度（年間：２，８００日）

５ 平成２７年度実績

（１）野菜部門 ホウレンソウ（夏季は小松菜）、パイプハウス６８棟（約

２．５ｈ）ブロッコリー（１．５ｈ）、キャベツ（３．

５ｈ）、キュウリ（０．６ｈ）

（２）大豆（有機栽培）    （３４．４ｈ）



氏名  藤岡 茂憲 （ふじおかしげのり） 

略歴  

  昭和２７年８月   秋田県北秋田市（旧合川町）生まれ。

  昭和４５年３月   県立鷹巣高校普通科（現北鷹高校）卒業

  昭和４５年４月   長野県上高地 就職 登山家をめざす。

  昭和４８年８月   耕耘機で日本一周の旅に出る

  昭和５０年６月   帰郷し、農業に従事する。

  平成 ９年３月 (有)藤岡農産設立代表取締役現在に至る 

  平成２０年４月  (有)大野台グリーンファーム代表取締役

現在に至る

役職  北秋田市農業委員会 委員

北秋田市商工会 副会長

秋田県農業法人協会 顧問

（公社）日本農業法人協会 会長

（一社）アグリフユーチャージャパン 理事

日本食レストラン海外普及推進機構 理事

 秋田県立北鷹高校 教育振興会 監事




